










































はじめに 

 身体発育,精神発達の過程にある幼児の一貫した健康管理を自治体レベルで実施してい

る乳幼児健診は,家庭,地域社会に根ざした総合的保健活動の中での歯科的医療対策として

もきわめて重要な意義を持つといえよう。特に 1才 6ヶ月健診の実施以来,各関連機関の努

力は着実な成果を上げており,歯科保健でのう蝕予防における,その実績は大きく,低年齢

児にみられた乳歯う蝕の増加と重症化は都市部を中心に影をひそめ、徐々にではあるが減

少傾向が認められている。 

 現在までの歯科衛生における低年齢児のう蝕予防対策は,社会的ニードも高く,重要な課

題であり歯科保健活動の主力もこの点にあることは事実であり,当然これからも,たとえ乳

歯う蝕の減少傾向が全国的に拡がろうとも,う蝕罹患の疫学的状況は全国的規模で調査し,

予防対策の研究,指導に重点をおく必要がある。それと同時に,低年齢児におけるこの時期

の健診はスクリーニングであるといわれているように,う蝕による歯牙の崩壊の少ない口

腔及びその周辺では,将来のう蝕活性の予測や種々の異常を発見することが重要となり,将

来に系統する抱括的健康管理のための礎えとならなければならない。この点に関していま

まで以上に低年齢児の歯科的な実態を知ることは低年齢期における小児の歯科保健指導上

重要である。 

 今回,幼児歯科健診の効果的運用を目的として全国 9 歯科大学(歯学部)の持つフィール

ド調査の結果をもとに,以下の項目について検討を加え,その概要について報告する。 

Ⅰ育児および口腔習癖とう蝕罹患について 

Ⅱ食習慣とう蝕罹患について 

Ⅲ幼児歯科健診におけるアンケート分析 

Ⅳ乳歯う蝕罹患に関する地域別検討 

Ⅴ乳歯う蝕罹患の年次推移について 

Ⅵ歯科健診における oral anomaly の出現頻度 


